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いきいきクラブ布ぞうり作り 

 新田一之さんに布ぞうりの作り方を教えていただきました!! 

   わらじよりも難易度の高い布ぞうりに皆さん悪戦苦闘の 

 様子でしたが、さすがわらじ作り経験者のみなさん!! 

 新田さんに丁寧に教えていただきながら楽しく作成すること 

 ができました♪ 

 

 

カラオケ喫茶 

    ❤ プチっと 人権講座  ❤ 『マナーあれこれ』～あおり運転など～   

   

 

●１０月９日（水）９時～   高梨集会所 

    『栗ひろいをしよう』大和小２年生 ふれあい学習 

      地域の方との交流活動です。  

      栗ひろいや水神さんの話などを通して、地域に親しみと 

      愛着を持てるようにする活動です。        

       

 ●１０月２１日（月）９時半～   

     フラワーパーク秋の花植え 

       大和小５、６年生と花の植え替えをします!! 

        一緒に花壇を作ってくださる方、ぜひご参加お待ちして 

       います!! 

          

●１０月２３日（水）１０時～１３時半  都賀行隣保館 

     『昔の道具体験学習』大和小３年生 

              大和小３年生が昔の暮らしを学びます。 

       地域の方には昔の生活などを子ども達に教えて 

       いただきますよう、ご協力をお願いします。   

 

  ８日（火）   絵手紙ボランティア 

  ９日（木）   華道・高梨華道教室 

          栗拾い交流会 

  １０日（木）  ニコニコ健康教室 

  １８日（金）  いきいきクラブ 

          カラオケ教室 

  ２０日（日）  習字教室 

  ２１日（金）  あみもの教室 

          フラワーパーク秋の花植え 

  ２３日（水）  昔の道具体験 

  ２４日（火）  ニコニコ健康教室 

  ２５日（水）  切り絵教室 

  ２９日（木）  神楽面作り教室 

  ３０日（金）  ゆうゆう健康クラブ 

  ３１日（木）  森林教室

    

                      ≪ 相談事業 ≫ 
   

 相談事業は隣保館の根幹を成す事業です。 

内容はパソコンの操作方法から介護保険の申請等、生活・福祉・教育・就労など多岐に

わたっています。 

長期にわたる課題の場合では各関係機関と連携を取りつつ解決に向けて寄り添います。 

 知りたいことやどこに相談していいかわからないことなど、お気軽にご相談ください。 

 ★知って得する？情報コーナー★ 

 先日、小学３年生の娘と２人で外出しました。 

いつも弟のお世話や私のお手伝いをして頑張っているのでご褒美

にと思い久しぶりの外出でした。 

 はじめは雑貨を見たり好きなドーナツを食べたりと行きたいところ

へ行って楽しんでいましたが、しばらくすると「弟たちに何か買って

帰ってあげようか？」「今頃何しとるかなぁ？」と弟たちのことばかり

話しはじめました。毎日ケンカばかりなのに、離れると少し寂しく

なったようで、やっぱり一緒にいないと何となく退屈(？)なんだろう

なぁと感じました。 

 自分にとって大切な人は一緒にいる時には気づかないもので、

ひとりになった時にふと気づくものなんでしょうね… 

 娘にとっても私にとっても貴重な時間を過ごせました(*^^*) 

先日、町外のスーパーに買い物に行き、駐車場に車を停めようとした時、買い物

カートが後ろにあり、ぶつかりそうになりました。こういうことは何度かあります。

その度に「自分で使ったら、元の場所に戻しておいてほしい」と思います。 

 その他にもマナー的にどうかと思われることが多々あります。 

 例えば、病院などの障がい者用駐車スペースにおける健常者の駐車、ＡＴＭで後

ろの人を気にせず長時間使用するなど、色々な状況があります。 

 マナーの問題で典型的なケースが、最近、頻繁に話題になっている「あおり運転」

ではないでしょうか。 

 2017 年 6 月、「あおり運転」が原因のトラブルが発生し、夫婦の方が死亡した

事件が契機となり、マナー問題を超え、社会問題化しています。 

 現在、「あおり運転」を取り締まる法的根拠がないため、道路交通法などの改正が

検討されているようです。 

 皆さんも運転された時、後ろに車間距離を縮めてくっつかれる経験がおありだと

思います。この程度だと、まだマナーの段階かもしれません。しかし、死傷事件な

どが発生すると運転マナーの問題で対処することができなくなります。即ち、法律

に頼らざるを得ません。 

 過度のマナー違反が法律の制定に発展した例は全国各地にあります。 

 例えば、「路上（歩行）喫煙」、「ごみのポイ捨て」禁止条例制定です。 

 「歩きスマホの禁止」など、他にもこんなことまで法律で規制しなければいけな

いかと思われる条例があります。 

 本来は私達のマナーの問題で処理していたことが法律の力を借りるようになれば、

世の中は「規制だらけ」になり、堅苦しい暮らしにくい社会となっていくのではな

いでしょうか。 

法律ばかりに頼らず、私達の身近なトラブルは私達自身の自主性で解決していく努

力も必要かと思われます。 

 私達一人ひとりが他人を思いやり「人の嫌がること、人が不快に感じること」は

しないと少しでも心がけていけば、ゆとりのある暮らしやすい社会に結びつくので

はないでしょうか。 

“相手を思う気持ち”これは全ての人権尊重への根幹だと思います。 


